
指標の目安  

〔とれない人の割合〕  

3．2a  全国平均  

指標の目安  
〔とれない人の割合〕  2010年  

21％以下禦  

現状き  2010年空   

3．2a  全国平均  23．1％  21％以下  

＊：平成8年度健康づくりに関する意識調査（財団法人健康・体力づくり事業財団）  

＊＊：1割以上の械少  ＊：平成8年度健康づくりに関する意識調査（財団法人健康・体力づくり事業財団）   

＊＊：1割以上の減少  

3．3日垂眠の確保のため）に日垂日民ネ甫助品やアルコールを使うことのある   3，3日垂目民の確保のために日垂日民ネ甫助晶やアルコールを使うことのある   
人のわ或少  人の減少  

指標の目安  

〔睡眠補助品等を使用する人の割合〕  

3．3a  全国平均  

指標の目安  

〔睡眠補助品等を使用する人の割合〕  2010年  

13％以下望   

現状＊  2010年望  

14．1％  13％以下   3．3a  全国平均  

＊：平成8年度健康づくりに関する意識調査（財団法人健康・体力づくり事業財団）   

＊＊二1割以上の減少  

用語の説明   

睡眠補助品：睡眠薬・精神安定剤  

＊：平成8年度健康づくりに関する意識調査（財団法人健康・体力づくり事業財団）   

＊＊：1割以上の減少  

用語の説明   

睡眠補助品：睡眠薬・精神安定剤  

自殺者の減少   

3．4 自殺者の減少   

指標の目安  

〔自殺者数〕  

3㌧4a  全国数  

＊：平成10年厚生省人口動態統計  

自殺者の減少   

3．4 自殺者の減少   

指標の目安  

〔自殺者数〕  

3．4a  全国数  

＊：平成10年厚生省人口動態統計  

2010年  
現状＊   

2010年  
現状＊   

31，755人  2乙000人以下  

31，755人  22，000人以下  

4．たばこ  

4．1喫煙が及らぎす健康影響についての十分な矢口言戟の普及  

4．たばこ  

4．1喫煙が及ぼす健康農乏響についての十分な東口識の普及  

指標の目安  

〔知っている人の割合〕  

4．1a  肺がん  

4．1b  喘息  

4，1c  気管支炎  

4．1d  心臓病  

4．1e  脳卒中  

4．1f  胃潰瘍  

4．1g  妊娠に関連した異常  

4．111 歯周病  

指標の目安  

〔知っている人の割合〕  

4．1a  肺がん  

4．1b  喘息  

4．1c  気管支炎  

4．1d  心臓病  

4．1e  脳卒中  

4．1f  胃潰瘍  

4．1g  女封辰に関連した異常  

4．1h  歯周病  

2010年  2010年  
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＊：平成10年度喫煙と健康問題に関する実態調査  

用語の説明   
健康影響：別紙「喫煙が及ぼす健康影響」を参照  

4．2未成年者の喫煙をなくす  

指標の目安  

〔喫煙している人の割合〕  
4．2a  男性（中学1年）  
4．2b  男性（高校3年）  
4．2c  女性（中学1年）  
4．2d  女性（高校3年）   

＊：平成8年度未成年者の喫煙行動に関する全国調査  

＊：平成10年度喫煙と健康問題に関する実態調査  

用語の説明   

健康影響：別紙「喫煙が及ぼす健康影響」を参照  

4．2未ノ戌年者の喫煙をなくす  

指標の目安  

〔喫煙している人の割合〕  
4．2a  男性（中学1年）  
4．2b  男性（高校3年）  
4．2c  女性（中学1年）  
4．2d  女性（高校3年）   

＊：平成8年度未成年者の喫煙行動に関する全国調査  

2010年   

0％   
0％   

0％   
0％  

20年  
7．   

36．9％  0％  
3．8％  0％  

15．6％  璃  

7．  

36．9％  

3，8％  

15．6％  

4．3公共の場及び職場における分煙の徹底及び効果の高い分煙に関   4．3公共の場及び職場における分煙の徹底及び効果の高し、分煙に関   

する知育故の普及  

指標の目安  

〔分煙を実施している割合〕  
4．3a  公共の場  
4．3b  職場  

〔知っている人の割合〕  
4．3c  効果の高い分煙に関する知識の普及   

＊：平成12年度中に調査する  

用語の説明   

分煙の徹底：公共の場や職場における喫煙場所の設置等   

効果の高い分煙：受動喫煙の害を極力排除し得る分煙方法  

する矢口育戟の普及  

指標の目安  

〔分煙を実施している割合〕  
4．3a  公共の場  

都道府県  
政令市等  
市町村  

保健所  
4．3b  職場  

〔知っている人の割合〕  
4．3c  効果の高い分煙に関する知識の普及  

用語の説明   

分煙の徹底：公共の場や職場における喫煙場所の設置等   

効果の高い分煙：受動喫煙の害を極力排除し得る分煙方法  

2010年  

100％  
100％  

2010年  

100％  

現状   

89．4％  

95．9％  

50．7％  

95．5％  

40．3％  

現状  

年
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4．4禁煙支ま愛フpログラムの普及  

指標の目安  

〔禁煙支援プログラムが提供されている市町村の割合〕  現状  
4．4a  全国  32．9％   

用語の説明   

禁煙支援プログラム：個人の禁煙を支援するための個別保健指導等   

禁煙を希望する人  男性  女性  

4，4禁煙支援フPログラムの普及  

指標の目安  

〔禁煙支援プログラムが提供されている市町村の割合】  
4．4a  全国   

＊：平成12年度中に調査する  

2010年  

100％  

2010年  
100％  

用語の説明   

禁煙支援プログラム：個人の禁煙を支援するための個別保障指導等   

二⊥」ドげ・＼f・一里い：：■  洪＝  

：．！r苧キ1‖  二・；・こ‥・・ミい・ －・・丁・  

節煙希望   弧3％  34．7％  37．5％  琴煙希望 ＋3乙7％  
（平成15年国民健康■栄養調査）  合  計   弧1％  69．6％  64．2％  

（平成10年度喫煙と健康問題に関する実態調査）  

卿わる  

垂彗  
「喫煙率、禁揮希望者の割合1   男惟  女性  

43．3％  12．0％  

24．6％  32，7％  

4．5a  
峰倍率＊  

禁煙希望者の割合＊＊  
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＊：平成16年国民健康・栄養調査  

＊＊：平成15年国民健康・栄養調査  

5．アルコール  

5．1多量に飲酒する／人の減少   

指標の目安  

〔多量に飲？酉する人の割合〕  

5．1a  男性  

5．1b  女性  

5．アルコール  

5．1多量に飲拒吾するノ＼の減少   

指標の目安  

〔多量に飲酒する人の割合〕  

5．1a  男性  

5．1b  女性  

現状＊  2010年＊＊  

4．1％  3．2％以下  

0．3％  0．2％以下   
現状＊  2010年＊＊  

4．1％  3．2％以下  

0，3％  0．2％以下   

＊：平成8年度健康づくりに関する意識調査（財団法人健康・体力づくり事業財団）   

＊＊：2割以上の減少  

用語の説明   

多量に飲酒する人ニ1日平均純アルコール約60gを超えて摂取する人  

＊：平成8年度健康づくりに関する意識調査順オ団法人健康・体力づくり事業財団）   

＊＊：2割以上の減少  

用語の説明   

多量に飲酒する人：1日平均純アルコール約60gを超えて摂取する人  
5．2未成年者の飲手酉をなくす  

指標の目安  
〔飲酒している人の割合〕  

5．2a  男性（中学3年）  

5．2b  男性（高校3年）  

5．2c  女性（中学3年）  

5．2d  女性（高校3年）  

＊：平成8年度未成年者の飲酒行動に関する全国調査  

5．3「節度ある適度な飲ナ酉」の矢口識の普及  

指標の目安  
〔知っている人の割合〕  

5．3a  男性  

5．3b  女性  

5．2未ナ戌年者の飲手酉をなくす  

指標の目安  

〔飲酒している人の割合〕  

5．2a  男性（中学3年）  

5．2b  男性（高校3年）  

5．2c  女性（中学3年）  

5．2d  女性（高校3年）  

＊：平成8年度兼併者の飲酒行動に関する全国調査  

5．3「節度ある適度7よ飲手酉」の矢口舌鼓の普及  

指標の目安  

〔知っている人の害叶合〕  

年
 
 

0
 
 
 

n
U
 
 

2
 
 

現状＊   

25．4％  

51．5％  

17．2％  

35．9％  

鴨
鍋
概
略
 
 

現状＊  

25．4％  

51．5％  

17．2％  

35．9％  

咄
皿
∵
憫
㈹
 
 

年
％
％
 
 

0
 
 

1
 
0
 

0
 
1
 
1
 
 

2
 
 

年
 
 

0
 
 

1
 
 

0
 
 

2
 
 現状聖  

用語の説明   

節度ある適度な飲酒：1日平均純アルコールで約20g程度の飲酒  
硯
∵
鍋
 
 

0
 
0
 
 

1
 
 
1
 
 
 

5．3a  男性  

5．3b  女性  

＊：平成12年度中に調査する  

用語の説明   
節度ある適度な飲酒：1日平均純アルコールで約20g程度の飲酒  

（注）主な酒類の換算の目安  

（注）主な酒類の換算の目安  

ヒ～－ル  清酒  伸卜7Jラン 焼酎（35   ワイン  

仲瓶1本 （1合  デー  度）   （1杯  

5恥1） 180ml） （タワール （1合180扇）120ml）  

60ml）  

お酒の  

種類  

ヒ㌧－ル   清酒  ウイストブラン 焼酎（35   ワイン  

仲酎本 （1合  丁一  度）   （1杯  

5（伽1） 180ml） （タJ7√ル （1合180ml）120mり  

60ml）  

お酒の  

種類  7ルプー峻数  5％   15％  43％  35％   12％  

純7ルコーJレ  20g  22g  20g  50g  12g   

7佃度数  5％  15％  43％  35％  12％  

15  



純アルコール  20g  22g  20g   

量  

50g  12g  

6．歯の健康  

幼児期のう蝕予防   

6．1う歯のなし、幼1巳の土曽カロ   

指標の目安  

〔う歯のない幼児の嘗恰（3歳）〕  

6．1a  全国平均  

＊：平成10年度3歳児歯科健康診査結果  

6．歯の健康  

幼児期のう蝕予防  6．1う歯のなし、幼児の土曽カロ  指標の目安  
〔う歯のない幼児の割合（3歳）〕  

6．1a  全国平均  

＊：平成10年度3歳児歯科健康診査結果  

2010年  
現状＊   

59．5％  8略以上  2010年  
現状＊   

59．5％  8鴫以上  6．2フッイヒ物歯面塗布を受けたことのある幼1巳の土曽カロ  

指標の目安  

〔受けたことのある幼児の割合（3歳）〕   2010年  
6．2フッイヒ物歯面塗布を受けたことのある幼1巳の土曽カロ  

現状＊   

指標の目安  

〔受けたことのある幼児の割合（3歳）〕   
6．2a  全国平均  

＊：平成5年歯科疾患実態調査  

39．6％  50％以上  2010年  
現状＊   

39．6％  50％以上  6．2a  全国平均  

＊：平成5年歯科疾患実態調査  

6．3間食として甘味食品・飲料を頻回飲食する習′仁貫のある幼1已の減少  

指標の目安   

〔習慣のある幼児の害恰（1歳6ケ月児）〕   
現紆  

2010年  

6．3a  全国平均  29・9％  15％以下  

＊：参考値、1日3回以上の間食をする1歳6ケ月児の割合（久保出らによる調査、平成3年）  

用語の説明   

頻回飲食：間食として1日3回以上の飲食  

6．3間食として甘味食品・飲料を頻回飲食する習一l貫のある幼児の減少  

指標の目安  
〔習慣のある幼児の害恰（1歳6ケ月児）〕  

現状＊」三≡  2010年聖  

6．3a  全国平均  29．鍋   

＊：参考値、1日3回以上の間食をする1歳6ケ月児の割合（久保田らによる調査、平成3年）   
＊＊：平成12年度甲に調査し、設定する  

用語の説明   

頻回飲食：間食として1日3回以上の飲食  学齢期のう蝕予防   

6．4一人平均う歯数の減少   

指標の目安  

〔1人平均う歯数（12歳）〕  

6．4a  全国平均  

学齢期のう蝕予防   

6．4叫人平均う歯数の減少   

指標の目安  
〔1人平均う歯数（12歳）〕  

6．4a  全国平均  

＊：平成11年学校保障統計調査  

用語の説明  

2010年  
現状＊   

2．9歯  1歯以下   2010年  
現状＊   ＊：平成11年学校保健統計調査  

用語の説明  
1人平均う歯数：   

1人当たり平均の未治療のう歯、う蝕により失った歯、治療済のう歯の合計（D肝歯数）  

2．9歯  1歯以下   

1人平均う歯数：  

1人当たり平均の未治療のう歯、う蝕により失った歯、治療済のう歯の合計（D肝歯数）  

6．5 フッイヒ物酉己合歯磨斉りの使用の土曽カロ  

指標の目安  

6．5フッイヒ物酉己合歯磨斉りの使用の土曽カロ  

指標の目安  

〔使用している人の割合〕  2010年  
現状＊  
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2010年  〔使用している人の割合〕  6．5a  全国平均  45．6％  90％以上   

＊：参考値、児童のフツ化物配合歯磨剤使用率（荒川らによる調査、平成3年）  

6．6個男り自勺な歯ロブ青掃手旨導を受ける人の士曽カロ  

現」メさ  

6．5a  全国平均  45．6％  90％以上   

＊：参考値、児童のフッ化物配合歯磨剤使用率（荒川らによる調査、平成3年）  

6．6イ固月り自勺な歯ロブ青掃f旨導を受ける人の土曽カロ  

指標の目安   

〔過去1年間に受けたことのある人の割合〕  2010年  
現状＊   

指標の目安  

〔過去1年間に受けたことのある人の割合〕  2010年  6．6a  全国平均  12．8％  30％以上   

現状＊   

＊：参考値、平成5年保健福祉動向調査（15～24歳）  

用語の説明   

個別的な歯口清掃指導：  

歯科医師、歯科衛生士により個人の口の中の状態に基づいて行われる歯磨き指導  

12．8  30％以上   6．6a  全国平均  

＊：参考値、平成5年保健福祉動向調査（15～24歳）  

用語の説明   

個別的な歯口清掃指導：  

歯科医師、歯科衛生士により個人の口の中の状態に基づいて行われる歯磨き指導  成人期の歯周病予防   

6．7遊子〒した歯周炎の減少  

指標の目安  

〔有する人の割合〕  

6．7a  40歳  

6．7b  50歳  

＊：参考値、平成9～10年富士宮市モデル事業報告  

成人期の歯周病予防   

6．7遊子干した歯周炎の減少  

指標の目安  

〔有する人の割合〕  

6．7a  40歳  

6．7b  50歳  

現肝巨  2010年＊＊  

32．0％  22％以下  

46．鍋  33％以下   
現貯  2010年＊＊  

32．0％  22％以下  

46．9％  33％以下   ＊＊：3割以上の減少  

用語の説明   

進行した歯周炎：  

歯周疾患の検査であるCPI検査で如m以上の深い歯周ポケットのあるもの  

＊：参考値、平成9～10年富士宮市モデル事業斡告   

＊＊：3割以上の減少  

用語の説明   
進行した歯周炎二  

歯周疾患の検査であるCPI検査で4m以上の深い歯周ポケットのあるもの  
6．8歯間斉田育掃用器具の使用の増力ロ  

指標の目安  
〔使用する人の割合〕  
6．8a  40歳（35～44歳）  

6．8b  50歳（45～54歳）  

6．8歯間吾β子音掃用暑景具の使用の土曽カロ  

指標の目安  

〔使用する人の割合〕  

6．8a  40歳（35～44歳）  

6．8b  50歳（45～54歳）  

現状＊  2010年  

19．3％  50％以上  

17．8％  50％以上  現状＊  2010年  

19．3％  50％以上  

17．8％  50％以上  

＊ニ平成5年保健福祉動向調査  

用語の説明  

歯間部清掃用器具二  

歯と歯の間を清掃するための専用器具（デンタルフロス、歯間ブラシ等）   

6．9喫煙が及ぼす健康影響についての十分な知識の普及（4．たばこ参照）   

6．10禁煙支援プログラムの普及（4．たばこ参照）  

歯の喪失防止   

6．1180歳で20歯以」二、60歳で24歯以上の自分の歯を有するノしの増  

力ロ   

指標の目安  

＊：平成5年保健福祉動向調査  

用語の説明  
歯間部清掃用器具＝  

歯と歯の問を清掃するための専用器具（デンタルフロス、歯間ブラシ等）   

6．9喫煙が及ぼす健康影響についての十分な知識の普及（4．たばこ参照）   

6．10禁煙支援プログラムの普及（4．たばこ参照）  

歯の喪失防止   

6．1180歳で20歯以」二、60歳で24歯以上の自分の歯を有する人の土曽  

カロ  
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〔自分の歯を有する人の割合〕  

6．11a  80歳（75～84歳）で20歯以上   

6．11b  60歳（55～64歳）で24歯以上  

＊：平成5年歯科疾患実態調査  

2010年  指標の目安  

〔自分の歯を有する人の割合〕  

6．11a  80歳（75～84歳）で20歯以上  

6．11b  60歳（55～64歳）で24歯以上   

＊：平成5年歯科疾患実態調査  

現状＊   
2010年  

現状＊   

11．5％  20％以上  

44．1％  50％以上  11．5％  20％以上  

44．1％  5鴫以上  

6，12定期自勺な歯石除去や歯面子青掃を受ける人の土曽カロ  

指標の目安  

〔過去1年間に受けた人の割合〕  

6．12定期自勺な歯石除去や歯面子青掃を受ける人の土曽カロ  

2010年   指標の目安  

〔過去1年間に受けた人の割合〕  
現状＊  

2010年   
現状＊  

6．12a  60歳（55～64歳）  15．9％  30％以上  

＊：参考値、「過去1年間に歯石除去や歯面清掃を受けた人の割合」平成4年寝屋川市調査  6．128  60歳（55～64歳）  15．粥  30％以上  

＊：参考値、過去1年間に歯石除去や歯面清掃を受けた人の割合」平成4年寝屋川市調査  6．13定期自勺な歯科検診の受診者の増力ロ  

指標の目安  
〔過去1年間に受けた人の割合〕  

6．13a  60歳（55～64歳）  

＊ニ平成5年保健福祉動向調査  

6．13定期自勺な歯科検診の受診者の増力ロ  

指標の目安  
〔過去1年間に受けた人の割合」  

6．138  60歳（55～64歳）  

＊：平成5年保健福祉動向調査  

2010年  
現状＊   

2010年  
現状＊   

16．4％  30％以上  

16．4％  30％以上  

7．糖尿病  

7，1成人の肥満者の減少（1．栄養・食生活参照）   

7．2日常生活における歩数の増加（2．身体活動・運動参照）   

7．3質」量ともに／くランスのとれた食事（1・栄養・食生活参照）   

7．4糖尿病検診の受診の促進   

指標の目安  

〔受けている人の数〕  

7．糖尿病  

7．1成人の肥満者の減少（1．栄養・食生活参照）   

7．2 日常生活における歩数の増加（2．身体活動・運動参照）   

7．3質こ量ともにバランスのとれた食事（1・栄養・食生活参照）   

7．4糖尿病検診の受診のイ足進   

指標の目安  

〔受けている人の数〕  
現状＊  2010年＊＊  

現状＊  2010年＊＊  
定期健康診断等糖尿病に関する健康診  

断受診者  
曳573万人   6，860万人以上  7，4a  

定期健康診断等糖尿病に関する健康診  

7．4a 断受診者  
4，573万人  6，860万人以上  

＊：参考値、平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査   

＊＊：5割以上の増加  

7．5糖尿病検診受診後の事後f旨導の推進  

指標の目安  

〔受けている人の割合〕  

＊‥参考値、平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査   

＊＊：5割以上の増加  

7．5糖尿病検診受診後の事後f旨導の推進  

指標の目安  

〔受けている人の割合〕   

2010年  
現状＊   2010年  

現状＊   

糖尿病検診における異常所見者の事後  
指導受診率（男性）   

糖尿病検診における異常所見者の事後  
指導受診率（女性）  

66．7％  100％  

74．6％  100％  

7．5a  

7．5b  

糖尿病検診における異常所見者の事後  
指導受診率（男性）   

糖尿病検診における異常所見者の事後  
指導受診率（女性）  

66．7％  100％  

74．6％  100％  
＊ニ平成9年糖尿病実態調査  
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さト‥平成9年糖尿病実態調査  

7．6糖尿病有病者の減少（推吉－「）  

推計値  

7．6末麿尿病有病者の減少（中臣吉十）  

推計値  

現状＊  2010年＊＊   

690万人  1，000万人  
2010年＊＊   

1，000万人  

現状＊  

690万人  

7．6a  糖尿病有病者数  

7．6a  糖尿病有病者数  ＊：平成9年糖尿病実態調査  

＊＊：生活習慣の改善がない堤合、1080万人と推計されている  

注）本推計値は、上記生活習慣の改善による2010年の有栖者数の推計値を示す  

＊：平成9年糖尿病実態調査  

＊＊ご生活習慣の改善がない場合、1080万人と推計されている  

注）本推計値は、上記生活習慣の改善による2010年の有病者数の経書¶直を示す  
7．7荒唐尿病有病者のナ台療の系匪続  

指標の目安  
〔治療継続している人の割合〕  

7．7糖尿病有病者の7台療の糸陸続  

指標の目安  

〔治療継続している人の割合〕  

7．7a  糖尿病有病者の治療継続率  

＊：平成9年糖尿病実態調査  

7．8糖尿病合併症のカ或少  

指標の目安  

〔合併症を発症した人の数〕  

7．8a  糖尿病性腎症  

〔合併症を有する人の数〕  

7．8b  失明  

＊：1998年日本透析医学会  

＊＊：1988年厚生省「視覚障害の疾病調査研究」  

＊＊＊：平成14年度中に設定  

2010年   
現状禁  2010年  

1009ら  7．7a  糖尿病有病者の治療継続率  45．0％  1009占  

＊：平成9年糖尿病実態調査  

7．8糖尿病合併症の減少  

指標の目安  

〔合併症を発症した人の数〕  

7．8a  糖尿病性腎症  

〔合併症を有する人の数〕  

7．8b  失明  

＊：1998年日本透析医学会  

2010年  
現状竺   現状   

10，729人望  

現状   

約3，000人望  

2010年  

＿＊＊＊   

2010年  

＿＊＊＊  

10，729人  11，700人  

現状聖  2010年璧  

約3，000人  

＊＊：1988年厚生省「視覚障害の疾病調査研究」   

二⊥ 

⊥ 

垂盟と  
7．10メタポリ ックシンドローム（内月蔵月笥月方症候料」掛囁   

群卿  

指標の目安   
Jメ夕蝉旨月方症候酢  
の該当者t予備群の人数（40～74歳）〕  

7．10a  該当者・予備群（男性）  

現状＊  2012年＊＊  2015年＊＊  

1，400万人10％以上の 25％以上の  
越生  越生  

560万人 10％以上の  25％以上の  該当者・予備群（女性）  

」 ．＿  
⊥ ＿．  

∴ 

二」⊥⊥ 

∴ 

⊥艮⊥ 

指標の目安  
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〔特定健康診査の実施率〕  警
盛
二
 
 

空退室  2015年  
ヱ9蓮  皇塾  

生迫室  望迫室   
生塾  皇堕  

7，11a  健診実施率  

〔特定保健指導の実施率〕  

⊥乙」土建  保健指導実施率  

8．循環器病  

8．1食塩摂取量の減少（1．栄養・食生活参只靭   

8．2カリウム摂取二邑の土曽カロ   

指標の目安  

〔1日当たりの平均摂取量〕  

8．2a  成人  

＊：平成9年国民栄養調査   

8．循環器病  

8．1食塩摂取量の減少（1．栄養・食生活参照）   

8．2カリウム摂取量の土曽カロ   

指標の目安  

〔1日当たりの平均摂取量〕  

8．2a  成人  

＊：平成9年国民栄養調査  

2010年  2010年  
現状＊  現状＊   

2．5g  3．5g以上  2．5g  3．5g以上  

8．3成人の肥満者の減少（1．栄養■食生活参照）  

8．4運動習慣者の増加（2．身体活動・運動参照）  

8．5高血上Eの改善（推計）  
推計値 平均最大血圧約4．2m浦gの低下  

注）以下を実行することによる効果の推計  

・成人1日当たりの平均食塩摂取量3．5g減少  

・平均カリウム摂取量1g増量  

・肥満者（BM125以上）を男性15％（20歳以上）、女性18％（20歳以上）以下に減少  

8．3成人の肥満者の減少（1．栄養・食生活参照）  

8，4運動習慣者の増加（2，身体活動・運動参照）  

8．5高血圧の改善（推計）  

推言¶直 平均最大血圧約4．2nⅥ劃gの低下  

注）以下を実行することによる効果の推計  

・成人1日当たりの平均食塩摂取量3．5g減少  

・平均カリウム摂取量1g増量  

・肥満者（BM】25以上）を男性15％（20歳以上）、女性18％（20歳以上）以下に減少  

■成人男性の多量飲酒者を1％低下  

・国民の10％が早歩きを毎日30分実行  

8．6たばこ対策の充実（4．たばこ参照）  

8．7高月旨血症のカ或少  

指標の目安  

〔高脂血症の人の割合〕  

8．7a  男性  

8．7b  女性   

＊：平成9年国民栄養調査  

用語の説明   

高脂血症者：血清総コレステローノ可直24伽Ig／dl以上の者  

8．8糖尿病有病者の減少（7．糖尿病参照）  

8．9飲酒対策の充実（5．アルコール参照）  

・成人男性の多量飲酒者を1％低下  

・国民の10％が早歩きを毎日30分実行  

8．6たばこ対策の充実（4，たばこ参照）  

8．7高月旨血症の減少  

指標の目安  

〔高脂血症の人の割合〕  

8．7a  男性  

8．7b  女性   

＊：平成9年国民栄養調査  

用語の説明   
高脂血症者：血清総コレステロー／叫直24伽g／dl以上の者  

8．8糖尿病有病者の減少（7，糖尿病参照）  

8．9飲酒対策の充実（5．アルコール参照）  

2010年  2010年  
現状＊   現状＊   

10．5％  5．2％以下  

17．4％  8．7％以下  

10．5％  5．2％以下  

17．4％  8．7％以下  
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8．10健康診断を受ける人の土曽カロ  

指標の目安  
〔検診受診者の数〕  

8．10a  全国数  

8．10健康診断を受ける人の土曽カロ  

指標の目安  

〔検診受診者の数〕  

臥10a  全国数  

2010年  2010年  
現状声   現状＊   

4，573万人  6，860万人以上  4，573万人  6，860万人以上  
＊：平成9年健康‘福祉関連サービス需要実態調査   

l   ＊：平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査   

8．11生子吉習′l貫の改善等による循環器病の減少（推吉十）   8．11生子吉習Jl貫の改善等による循環器病の減少（推言十）   

推計値   推計値   

喫煙率  脳卒中の減少  虚血性心疾眉の減少 循環器病の減少   喫煙率  脳卒中の減少  虚血性心疾患の減少  循環器病の減少   

男性童女性 男性】女性≡全体 男性‡女性∃ 全体 男性毒 女性弓 全体   男性弓女性】男性l女性≧ 全体l男性∃ 女性弓 全体】男性∃ 女性【全体 

55％ ≦15％ 16％  6％ 11％ 11％ ≡ 7％ L 9％ 17％ r 4％10％   55％ r15％ 16％  6％ 11％ 11％；7％  9％l17％‡4％】10％   

45 ｝10  29 真15  22  24 j17 〉 20 26 ≡10 18   45 10】29 15  22  24 毒17‘20】26 弓10 18   
3510   42 書15【28 37 1 17 1 26 35 10 22 35 10  42 喜15 喜 28  37117126  35 ′10 ≦ 22   
25 － 5   55  24 ≡ 39】50  26 － 38】44 ≡17  30   25【 5   55  24 ∃ 39  5026 t 38  44 ≡17  30   
15】5168  24 j 46】63   26 ≡ 44 53 17  35   15  5   68   2446  63  26 さ 44  53 ′17J35   
oio【87  33  60 j 82 ≧ 36  59l66  23  45   0  0  87  33  60l82】36 ≡ 59  66 と 23  45   

注1）棚講の減勃よ死亡薮・蘭率致U演敷こよる新たなADL低下の割合を示先   注1）醐働よ死亡率、闊達率及び痍憩こよる新たなADLイ厨印湾恰を示れ   

注2）現状：脳卒中死亡率110．0（人口10万人対） 死亡数13万7，819人   注2）現状：脳卒中死亡率110．0（人口10万人対） 死亡数13万7，819人   

男性：死亡率106．9、死亡数6万5，529人   男性：死亡率106．9、死亡数6万5，529人   

女性二死亡率113．1、死亡数7万2，290人   女性：死亡率113．1、死亡数7万2，290人   

虚血性心疾患 57．2（人口10万人対） 死亡数7万1，678人   虚血性心疾患 57．2（人口10万人対） 死亡数7万1▲678人   

男性二死亡率62．9、死亡数3万8，566人   男性：死亡率62．9、死亡数3万8，566人   

女性：死亡率51．8、死亡数3万3，112人   女性：死亡率51．8、死亡数3万3，112人  

（平成10年厚生省人口動態統計）  （平成10年厚生省人口動態統計）  

8．12メタポリックシンドローム（内臓脂肪症侯群）を認知している国民の増加（1．栄養・食生活参照）  

8．13メタポリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の該当者・予備群の減少（7．糖尿病参照）  

8，14メタポリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の概念を導入した健診・保健指導の受診者数の向上  

（7，糖尿病参照）  

9．がん  9．がん  

9．1たばこ対策の充実（4．たばこ参照）  9．1たばこ対策の充実（4．たばこ参照）   

9．2食塩摂取量の減少（1．栄養・食生活参照）   9．2食塩摂取量の減少（1．栄養・食生活参照）   

9．3野菜の摂取量の増加（1．栄養t食生活参照）   9．3野菜の摂取量の増加（1．栄養・食生活参照）   

9．41日の食事におし、て、果物類を摂取している者の土曽カロ   9．41日の食事におし、て、果物頬を摂耳丈している者の土曽カロ   

指標の目安   指標の目安   

〔摂取している人の割合〕  2010年   〔摂取している人の割合〕  2010年   
現臍  現臍  
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29．3％  60％以上   9．48   成人  

＊：平成9年国民栄養調査  

9．5脂肪エネルギー比率の減少（1．栄養・食生活参照）  

9．6飲酒対策の充実（5．アルコール参照）  

9．7がん検診の受診者の増力ロ  

指標の目安  
〔検診受診者数〕  

9．7a  胃がん  

9．7b  子宮がん  

9．7c  乳がん  

9．7d   肺がん  

9．7e  大腸がん  

29．3％  60％以上   9．4a  成人  

＊：平成9年国民栄養調査  

9．5脂肪エネルギー比率の減少（1．栄養・食生活参照）  

9．6飲酒対策の充実（5．アルコール参照）  

9．7がん検診の受診者の増力ロ  

指標の目安  

〔検診受診者数〕  
現状＊  2010年＊＊  

1，401万人  2，100万人以上  

1，241万人  1，860万人以上  

1，064万人  1，600万人以上  

1，023万人  1，540万人以上  

1，231万人  1，850万人以上  

現状＊   

1，401万人  

1，241万人  

1，064万人  

1，023万人  

1，231万人   

2010年＊＊  

2，100万人以上  

1，860万人以上  

1，600万人以上  

1，540万人以上  

1，850万人以上  

9．7a  胃がん  

9，7b  子宮がん  

9．7c  乳がん  

9．7d  肺がん  

9．7e  大腸がん  

＊：参考値、平成9年嬢康・福祉関連サービス需要実態調査  

＊＊：5割以上の増加  

注）各がん検診の受診者数は「平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査」の各がん検診の受   

診者数と人間ドック受診者の合計である。・  

＊：参考値、平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査  

＊＊：5割以上の増加  

注）各がん検診の受診者数は「平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査」の各がん検診の受   

診者数と人間ドック受診者の合計である。  

（別表2）  

健康日本21代表目標項目十軍   

1．1適正体重を維持してし、る人の増力ロ  

碍標の目穿  

胴諸学の割合〕  

⊥  蛸∴ミ＿トトj・、・！】－：－－こ  
＿  

⊥蓮 20歳代女性のやせの者  
＿  

⊥逗 20岬世の肥満者  
⊥蓮 岬滴者  

＿   

1．2月旨肪エネノレギー上ヒ率の音成少  

塾墜  2010年  

迫ヱ壁  用以下  

塾 
．  15％以下  

塾遡  15％以下  

塾遜  2珊以下  

野草空目零  

〔1日当たりの平均摂取比率〕  塾堕  2010年  

27．1％  25％以下  20～40歳代  

：．ll畔ギ：・’りl叶・こ輝ここ－・け11！l】  

型軍些甥軍  

〔1日当たりの平均摂取量〕  塾生  2010年  

独  蔓草迦些±  1．4a  成人  

し7皐脚少  
鱒琴空目雲  

〔欠食する人の割合〕  現状  2010年   
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廻蓮  蓮  

32・9％  上塾払王  

20，5％  15％以下  

中学、高校生  1．7a   

男性（20歳代）  1．7b  

⊥生 岬  
」 

知してし、る国民の害り合の増力ロ  

卿坦宏   

〔メタポリツ坤廼卿旨肪割賦）を知っている人  

岬土  
」⊥塾 」狸碍以上  

」⊥ 

轡票の目安  
〔日常生活における歩数〕  

塾堕  2010年  

80％以上  

塾堕  塑週．室  

8，202歩  訟旦迫壁婁土  ⊥⊥  川＿ ＿＿＿   

こ」 
．＿＿．＿  

∴d吏已L出道上L皿  

担昼2旦窒  

！配提閲し1圏駅間圏E  

乙迦 ⊥芝堕   
＿  

⊥ 
．＿＿＿．＿  

2．6E榔  

碍鱒の目安  

〔日常生活の歩数〕  

7，282歩  8，  300歩以上  

望逝  2010年  

退避  39％以上  

24．6％  35％以上   

2010年  

6，700歩以上  ヱ 

乙坐 」r性（70歳以上）  5，900歩以上  

3．2日垂日民による休養を十分にとオtて｝、なゝソ“桝威少  

指標の目安  
〔とれない人の割合〕  墾塞  2010年  

23．1％  21％以下   3．2a  全国平均  

⊥」 

指標の目安  

〔自殺者数〕  

3．4a  全国数  

」 」⊥⊥ 

指標の目安  
〔喫煙している人の割合〕  
4．2∂  男性（中学1年）  

4．2b  男性（高校3年）  
4．2c  女性（中学1年）  
4．2d  女性（高校3年）  

塑左  2010年  

31，755人  22，000人以下  

年
 
0
 
％
 
％
 
％
 
似
川
 
 

1
 
0
 
ハ
リ
 
O
 
O
 
 

O
 
 

2
 
 

状
餓
粥
鍋
鍋
 
 

現
7
．
3
6
3
1
5
 
 

4．3公共の場及Uミ職咄  
る矢口言戟の普及  ー・二卜   

指標の目安   
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〔分煙を実施している割合〕  
4．3a  公共の場  

都道府県  
政令市等  
市町村  
保健所  

4．3b  職場  

〔知っている人の割合〕  
4．3c  効果の高い分煙に関する知識の普及  

那
醐
錮
…
錮
踊
鰍
■
 
 

年
 
 

0
 
 

1
 
 

2
 

珊
㈹
珊
㈹
凋
㈹
 
 

1
 
ユ
 
l
 
l
 
1
 
0
 
1
 
 

2
 
 

4．4奔謝亜支援フpロクーラムの普及  

鱒琴卵安  

擦掴技援プログラムが提供されている市町村の割合】  現状  

÷
 
±
 
二
∵
 
 

4．由  全国  

4．5喫煙をやめたし、人力ミやめる  

垂萎  
r喫煙率、禁煙希望者の割合1  
生塵 撃鱒率  

禁煙希望者の割合   

5．1多量に鮒酉する人の減少  

32．9％  

指標の目安  

〔多量に飲酒する人の割合〕  
上皇 ⊥聖堂  

＿  

立並 ⊥室生  
＿＿   

5．2未成年者の飲酒をなくす  

琳
一
拍
一
摘
一
 
 

艶旦窒  

〔飲酒している人の割合〕  塁墜  
2萱．1㌔  

51．5％  

土工。 
．  

迫遡  

已L望 郷   弼
〓
望
皿
ユ
珊
一
 
 

男性（高校3年）  5．2b   

5．2c   女性（中学3年）   

主題 女性（高校3年）  
．＿．   

⊥土 

鱒票の目安  

〔1人平均う歯数（12歳）〕   墾塞  2010年  

乙旦壇  上．直弘王  6．4a  全国平均  

6．1180歳で20歯以上、60歳で24歯以上の自分の歯を有する人の土曽   

迦  
艶巨垂  

〔自分の歯を有する人の割合〕  」Lユ立 脚  
」Lと並 典型歳）で24申以上  7御重  

指標の目安  

塾堕  迫迫生  

j⊥j壁  20％以上  

44．1％  ち鴫以上  
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現状  2010年  〔受けている人の数〕  

定期健康診断等糖尿病に関する陸康診  
860万人以上  4，573万人   

7．5糖尿病検診受影巧麦碑後指主導の推進  

指標の目安  
〔受けている人の割合〕   墾迩  2010年  

迫ヱ塑  望堕   

74．6％  100％  

糖尿病検診における異常所見孝の革巻  
指導受診率（男性1   

∫．ミー ーー．▲ －∴－・ ●・ 

指導受診率（女性）  

」山上」⊥ユ⊥ 

推計値  
旦堕  2010年  

690万人  1，000万人  7．6a  糖尿病有病者数  

7．10▲8．3メタポリックシンドローム（内月蔵月旨月方症イ桑君羊）の言亥当者・予   

山川ミー ●・∴．l 

モ声嘩卵安   
Lメタポリック坤  
の該当者・予備群の人数（00～74歳）〕  

現状＊  2012年＊＊  20持年＊＊   

二 ⊥⊥ 」 ＿  ⊥   」 ＿＿＿」＿  

⊥⊥⊥」巳⊥ ．⊥  ＿  ニ⊥」⊥⊥＿  
卵栄養調査   ＊瑚  

⊥⊥ニニ⊥」二 
入した健診・保健指導の受診者数唖二土  

担鱒り目安   
－・∴－∴－．●：ト；－   

ユユ建  健診実遁率  

〔特定保健指導の実施率〕  

2012年  2015年  

二 ＿  ニ⊥  

2015年   2012年  

生塾  生堕  

撃
一
撃
一
 
 

7．11b  保健指導実施率  

8，7高月旨血娃のカ或少  

担堅塁旦要  
〔高脂血症の人の割合〕  2010年  

5．2％以下  

8．7％以下   

8．7a  男性  

8．7b  女性  

ニ 

指標の目安  
〔検診受診者の数〕   塾堕  空色室  

生573万人  6，860万人以上  8，10a   全国数  

二5   



8．11生活習′l賞の改善等による循環器病の減少（推計）  

進誼塵  

望 脳卒中の減少 虚血性心疾患の減少 循環器病の減少  

塑⊥望⊥塑⊥望⊥塾⊥塑⊥望l全墜l塑⊥壁⊥壁  
塑一遇遵i塾！週週！肇毒塾l主射針  
■29f～10ぎ 壁l望－・蓮卜牒＝一望ぎ裏1二空！空－← 

＿」ヨ   

注1）醐成典よ死醸轍敷こよる新たなADL低下の寿恰を示丈  
注2）現状：脳卒中死亡率110，0（人口10万人対）死亡数13万7，819人  

男性：死亡率106．9、死亡数6万5，529人  

女性：死亡率113．1、死亡数7万2，290人  

虚血性心疾患57．2（人口10万人対）死亡数7万1，678人  

男性：死亡率62．9、死亡数3万8，566人  

女性：死亡率51．8、死亡数3万3，112人  

（平成10年厚生省人口動態統計）  

9．7がん検診の受診者の土営力ロ  

適塾2旦窒  

〔検診受診者数〕 塁迩 2010年  

9. 7a 胃がん ⊥墾L互△ 2，100万人以上  

9. 7b 子宮がん ⊥呈生 

9. 7c 乳がん 」堕生互△ 1，600万人以上  

9．7d肺がん 必1，540万人以上  

9．7e大腸がん ⊥塾 1，拓0万人以上  

（別紙）   （別紙）   

喫煙が及ぼす健康影響   喫煙が及ぼす健康影響   

1喫煙者は非喫煙者に比べ病気になる危険度が何倍高いのか   1喫煙者は非喫煙者に比べ病気になる危険度が何倍高いのか   

（1）がんの死亡   （1）がんの死亡   

男性  女性   男性  女性   

平山らによる計画調査（1966－82）   1．7  1．3   平山らによる計画調査（1966－82）   1．7  1．3   

原爆被爆者コホート（1963－87）  1．6（男女）   原爆被爆者コホート（1963－87）  1．6（男女）   

厚生省コホート（1990－97）＊  1．5  1．6   厚生省コホート（1990－）＊  1．5  1．6   

（資料＊）厚生省コホート   （資料＊）厚生省コホート（現在集計中）   

4保健所管内の40～59歳の地域住民男女各2万人を1990年より7年間追跡。   4保健所管内の40～59歳の地域住民男女各2万人を1990年より7年間追跡。   

がんの普脚り死亡   がんの吉田立別死亡   

男性  女性   男性  女性   

肺がん  4．5  22．4  2．3  11．9   肺がん  4．5  22．4  2．3  11．9   

喉頭がん  32．5  10．5  3．3  17．8   喉頭がん  32．5   10．5  3．3   17．8   
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口腔・咽頭がん  

食道がん  

胃がん  
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1
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2
 
 

1．4  

2．3  

1．6   

臆臓がん  1．6  

膀胱がん  1．6  

子宮頸部がん  

月御蔵がん  1，6  

膀胱がん  1．6  

子宮頸部がん  
（資料）左段：平山らによる計画調査（1966－82）  

石段：アメリカがん協会の「がん予防研究」（1982▼86）  

（注）数字は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度   

（2）循環器病の死亡  

（資料）左段：平山らによる計画調査（1966－82）  

右段：アメリカがん協会の「がん予防研究」（i粥2－86）  

（注）数字は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度   

（2）循環器病の死亡  

男性  女性  

1．2  1．2  

1．4  1．5  

1．7  

男性  女性  

1．2  1．2  

1．4  1．5  

1．7  

総死亡  

循環器疾患総数  

虚血性心疾患  

総死亡  

循環器疾患総数  

虚血性心疾患  

脳卒中  1．7  1．7  

（資料）1980【90年の循環器疾患基礎調査、いわゆる「NIPPON【加TA」  

（現在集計中）  

30歳以上の約拍000人を対象。  

（注）数字は非喫煙者を1とした1日20本喫煙する者の相対危険度   

（3〕その他の疾患  

男性  女性  

気管支喘息＊1  1，8  4．0  

胃潰瘍＊2  3．4  

十二指腸潰瘍＊2  3．0  

（資料）＊1：平山らによる計画調査（1966－82）  

＊2：ハワイ日系人男性の調査（1968－90）  

（注）数字は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度   

（4）妊婦への影響  

早産  3．3  

低出生体重  2．4  

全先天異常  1．3  

（資料）昭和54年度厚生省心身障害研究  

（注）数字は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度   

（5）歯周病  

雫  石（1998）  2．1  

ドランら（1997） 1．9  

サッキら（1995） 1．7   

脳卒中  1．7  1．7  

（資料）1980－90年の循環器疾患基礎調査、いわゆる「NIPPON DATA」  

（現在集計中）  

30歳以上の約10，000人を楓  

（注）数字は非喫煙者を1とした1日20本喫煙する者の相対危険度   

（3）その他の疾患  

男性  女性  

気管支喘息＊1  1，8  4・0  

胃潰瘍＊2  3．4  

十二指腸濱瘍＊2  3．0  

（資料）＊1：平山らによる計画調査（1966－82）  

＊2：ハワイ日系人男性の調査（1968－90）  

（注）数字は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度   

（4）妊婦への影響  

早産  3．3  

低出生体重  2．4  

全先天異常  1．3  

（資料）昭和54年度厚生省心身障害研究  

（注）数字は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度   

（5）歯周病  

雫  石（1998）  2．1  

ドランら（1997）  1．9  

サッキら（1995）   1．7  
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ブラウンら（1994） 2．7  

（注）数字は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度   

2禁煙によってどの程度病気になる危険度が減少するのか  

（1）肺がんの死亡（男性）  

平  山（1990）  0．3 ＊  

ドールら（1976）  0．3  

＊ ：10年以上の値  

（注）数字は喫煙者を1としたときの禁煙して10－14年経過した者の相対危険度   

（2）虚血性心疾患の死亡（男性）  

喫煙本数（本／日）  禁煙して1－4年  禁煙して10－14年  

1－19本  0、6  0．5  

ZO本以上  0．6  0．5  

（資料）アメリカがん協会（1969）  

（注）数字は、現在喫煙している者を1としたときの禁煙した者の相対危険度   

3喫煙率が下がると循環器病の減少はどのくらい見込めるのか  

喫煙率  脳卒中の減少 虚血性心疾患の減少 総循環器疾患の減少  

男性 女性 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体  

55％15％ 16％ 6％11％11％ 7％ 9％ 17％ 4％10％  
45  10   29  15   22   24  17  20   26  10  18  

35  10   42  15   28   37  17  26   35  10   22  

25   5   55  24   39   50  26  38   44 17   30  

15   5   68  24   46   63  26  44   53  17   35  

0   0   87  33   60   82  36  59   66  23   45  

（注）それぞれの疾患の減少は、死亡率、羅患率及び疾患による  

新たな日常生活動作能力（旭L）低下者数の減少割合を示す。  

この循環器疾患予防への効果予測の前提は、  

○成人の1日あたりの平均食塩摂取量3，5g減少  

○平均カリウム摂取量1g増量  

○肥満者（BMI25以上）を男性15％、女性18％以下に減少  

○成人男性の多量飲酒者（1日3合以上）が1％低下  

○国民の10％が早歩き毎日30分を実行する  

などの生活習慣の改善による平均最大血圧約4．2Ⅷ肌gの低下を前提とする。  

ブラウンら（1994） 乙7  

（注）数字は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度   

2禁煙によってどの程度病気になる危険度が減少するのか  

（1）肺がんの死亡（男性）  

平  山（1990）  0．3＊  

ドールら（1976）  0．3  

＊ ：10年以上の値  

（注）数字は喫煙者を1としたときの禁煙して10－14年経過した者の相対危険度   

（2）虚血性心疾患の死亡（男性）  

喫煙本数（本／日）  禁煙して1－4年  禁煙して10－14年  

1－19本  0．6  0．5  

20本以上  0．6  0．5  

（資料）アメリカがん協会（1969）  

（注）数字は、現在喫煙している者を1としたときの禁煙した者の相対危険度   

3喫煙率が下がると循環器病の減少はどのくらい見込めるのか  

喫煙率  脳卒中の減少 虚血性心疾患の減少 総循環器疾患の減少  

男性 女性 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体  

55％15％ 16％ 6％11％11％ 7％ 9％ 17％ 4％10％  
45 10   29  15   22   24 17  20   26 10  18  

35  10   42  15   28   37 17  26   35  10   22  

25   5  55  24   39   50  26  38   44 17   30  

15   5  68  24   46   63  26  44   53  17   35  

0   0   87  33   60  82  36  59   66  23   45  

（注）それぞれの疾患の減少は、死亡率、雁患率及び疾患による  

新たな日常生活動作能力（皿L）低下者数の減少割合を示す。  

この循環器疾患予防への効果予測の前提は、  

○成人の1日あたりの平均食塩摂取量3．5g減少  

○平均カリウム摂取量1g増量  

○肥満者（BMI25以上）を男性15％、女性18％以下に減少  

○成人男性の多量飲酒者（1日3合以上）が1％低下  

○国民の10％が早歩き毎日30分を実子テナる  

などの生活習慣の改善による平均最大血圧約4．2血1gの低下を前提とする。．  

（傍線の部分は改正部分）  
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